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泌尿器科領域におけ るCefuroximeの 応用

藤 村 宜 夫 ・福 川 徳 三 ・湯 浅 正 明 ・黒 川 一 男

徳島大学泌尿羅科学教室

徳島大学泌尿器科お よび当科関連病院泌尿器科の入院患者25例(1例 は薬疹のため途 中中止)にCefur0xinle

を投与した。

対象疾患 の内訳は複雑性腎孟腎炎12例,複 雑性膀胱炎,尿 道膀胱炎(前 立腺床炎)12例 であ る。投与期間は

全例5日 間とし,下 部尿路 感染症は全例750mgを 朝夕2回,筋 注投与 し,上 部尿路感染症には750mgを 朝 夕2

回または朝昼 夕3回 筋注,あ るいは1,500mgを 朝夕2回 点滴投与 した。

臨床効果は24例 中,著 効7例(29,2%),有 効8例(33.3%),や や有効3例(12.5%),無 効6例(25.0%)

で有効率は62.5%で あった。

細菌 学 的 には24株 中,14株(58.4%)が 消失 し,菌 種 はE.coli 3株, Proteus mirabilis, Proteus vulgaris,

Proteus rettegeri, Enterobacter cloacae, Klebsiella pneumoniae おのおの2株, Serratia marcescens 1

株であった。

副作用は2例 に筋注部位の局所痛 を認め,そ の他では薬疹のため1例 が2日 間投与後に本剤の投与を 中止 した。

CefuroximeはCephalosporin Cか ら合 成 され た新 規

Cephalosporin製 剤 で β-lactamaseに 対 す る抵抗 性 が強

く,ブ ドウ球 菌 あ る いは グ ラ ム陰 性 菌 産 生 の β-lacta-

maseに 安 定 で あ るが,グ ラ ム陽 性 球 菌 に 対 す る よ りは

グラム陰性 菌 に 対 し てす ぐれ た 抗 菌 力 を 示 し1)2),Cefa-

zolinと 比 ぺ て Klebsiella pneumoniae, Citrobacter,

Proteus sp.,Enterobacter sp. などに強力な効果がみら

れ,Ecoliに も同程 度 の作 用 を もち,し か もCefazolin

耐性の E. coil, Klebsiella pneumoniae の一 部 に も有

意 の抗 菌作 用 を 示 す ユ ニ ー ク な抗 生 剤 であ り,本 剤 の吸

収,排 泄態 度 もCefazolinとCephaloridineの ほ ぼ 中間

に位置 す る よ うで あ る3)。

このた び著 者 らは 泌尿 器 科 領 域 の 複 雑 性 尿 路感 染症 に

対 してCefuroximeを 使 用す る機 会 を 得 た の で,そ の成

績を報 告す る。

Cefuroximeの 化学 名はsodium(6R,7R)-3-carba-

moyloxy-methy1-7-[(2z)-2-methoxyimino(fur-2-y1)

acetamido}ceph-3-em-4-carboxylateで 構 造式 はFig。

1に 示す 。

1.対 象 お よび 投 与 法

対 象患 者 は 昭和52年5月 か ら53年5月 の 間に 徳 島 大

Fig. 1 Chemical structure of cefuroxime

学泌尿器科あ るいは当科関連病院泌尿器科に入院 してい

た複雑性尿路感染症患者25例 で,そ の内訳は複雑性下

部尿路感染症13例 〔膀胱炎6例,尿 道 膀胱炎(前 立腺

床炎)7例 〕,複 雑性腎孟 腎炎12例 である。

投与法はCefuroxime750mgを 朝夕2回 筋注,750

mgを 朝昼夕3回 筋 注,1,500mg(5%ブ ドウ糖500ml

に溶解)を 朝夕2回 点 滴静注の3と お りとし,投 与 日数

は全例5日 間 とした。

II・ 効 果 判 定 基 準

効果判定は次の基準に従 った。

著 効:起 炎菌の陰転化,尿 中白 血 球 の 正常化(4/HPF

以下,た だし留 置カテーテル例は9/HPF以 下),自 覚症

状の消失をみた もの。

有効:起 炎菌の陰転化または108/ml以 下に減少,尿

中白血球 または 自覚症状の改善,あ るいはいずれか 一方

が正常化 した もの。

やや有効:三 者の うちいずれか2つ が改善す るか,1

つが正常化 した もの。

無効:上 記 以外の もの。

III.臨 床 成 績

複雑性膀胱 炎,尿 道 膀 胱 炎(前 立 腺 床 炎)13例 に

Cefuroximeを 使用 したが,こ の うち1例 は薬疹のため

2日 間で投与を中止したので,12例 中著効5例,有 効3

例,や や有効3例,無 効1例 で有効率 は66.7%で あっ

た。なお,や や有効 の3例 と無効の1例 はすべて前立 腺

摘出術後の前立腺床炎 であ る(Table1)。

複雑性腎孟腎炎:12例 中,著 効2例,有 効5例,無 効

5例 で有効率は58.3%で あ った(Table2)。
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Table 3 Clinical results

Table 4 Bacteriological results

以 上,両 群 の臨 床 成 績 を ま とめ る と24例 中,著 効7例

(29.2%),有 効8例(33.3%),や や 有 効3例(12、5%),

無 効6例(25.0%)で,有 効 率 は62,5%で あ った(Table

3)。

IV.細 菌 学 的 効 果

24株 中,消 失14(58.4%),減 少2(8.3%),不 変6

(25.0%),菌 交 代2(8.3%)の 結果 を 得 た 。

菌 種別 に み る と,Escherchia coliは4株 中,消 失3,

菌交代1 (Serratia marcescens), Serratia marces-
censは4株 中,消 失1,減 少1,不 変2, Enterobacter

cloacawは3株 中,消 失2,不 変1,Indol positive Pro-

teusは6株 中,消 失4,減 少1,菌 交 代1 (Pseudomonas
aeruginosa), Indol negative Proteus は3株 中,消

失2,不 変1, Enterobacter aerogenes と Pseudo-

monas aerugtnosa のおのおの1株 は 不 変 で あっ六

(Table4)。

V.副 作 用

全25例 中,薬 疹 による中止例が1例 み られた。 また,

筋 注投与の20例 中,2例 が注射部位 の強い痛みを訴え

たが中止す るにはいた らなか った。

Cefuroximeの 投与前後にBUN,s-GOT,s-GPTを

測定 できた22例 についてはいずれ も正常値 内の変動か,

または本剤の影響 と思われ るような異 常変動は認め られ

なか った(Table5)。

VI.考 按

Cefuroximeは β-1actamaseに 抵抗性 が 強 く,従 来

Table 5 Laboratory findings

B : before, A : after
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のCephalosporin系 抗生剤 に比べ て抗菌 スペ ク トル も広

く,なおかつNeiserria gonorrhoeaeセ こも有効であ る1)3)

ということか ら泌尿器科領域におい ても魅力あ る抗生 剤

として臨床治験 に供 され た。

われわれは,750mgを 朝 夕2回 筋 注(第1群),750

mgを 朝昼夕3回 筋 注(第2群),1,500mgを 朝夕2回

点滴静注(第3群)の3通 りの投与法を行な った。 繁1

群は15例 中著効5例,有 効3例,や や有効3例,無 効

4例で有効率は53.3%,第2群 は4例 中有効3例,無 効

1例で有効率75.0%,第3群 は5例 中,著 効2例,有 効

2例,無 効1例 で有効率80.0%と 投与量の増 量につれ

て有効率が上昇してい るが,基 礎疾患お よび感染症疾患

の程度が一定していないためdose responseは 明 らか で

なかった。 しかし,第3群 で はSerratia maroeesens

の消失 もみ られ,尿 路感染症 におけ る本剤の点 滴投与の

有効性が うかがわれ た。

CEZ,CETに 対 す る起 炎 菌 のDiscsensitivityと

Cefuroximeの 関係についてみ ると,CEZ,CETに 感受

性がみ られない8株 (Proteus rettgeri 2, Proteus vul-

garis 2, Enterobacter cloacae 2, Proteus mirabilis

1, Serratia marcescens 1) に消失がみ られた。

また,本 剤投 与 前 に 投 与 し てい た 無 効 薬 剤 の うち合 成

Penicillin系(ABPC,ACPC,AMPC)お よ びCepharo。

sporin系(CET,CEx)は11例 で,こ れ らの11例 に 対

す るCefuroximeの 臨 床 成 績 は 著 効3例,有 効2例,や

や有効3例,無 効3例 で45.5%の 有 効 率 が 得 られ たが,

とりわ け合 成Penicillin無 効 症 例 後 のCefuroxime著 効

例が 目立 った 。

副作用 で は,筋 注 症 例 で2名 に 強 い 局所 痛 の 訴 えが あ

ったが,瘍 痛に関する訴えには個人差 もあ り,し か も両

名 とも リドカイン液を使用す ることな く5臼 間の投与を

終 了す ることがで きたことか らみ ても,本 剤の筋注投与

は充分に可能であろ うと考 えられ る。

その他では薬疹が1例 にみ られ2日 間の投与(4回)

で中止 したが,本 剤 中止後の薬疹の経過は他の抗生剤 と

同様 な軽度の痒 みを残 して4日 後には消失 した。

また,BUN,s-GOT,s-GPTに 関 して も本剤の影伊

と考 えられ るような異常変鋤は全 く認め られず,著 者ら

の使用経験 か らみ て一応安心 して使用で きる薬剤 と思わ

れた。

最後に,臨 床 効果については,複 雑性尿路感染症 を対

象疾患 としたに もか か わ らず腎孟腎炎で58,3%,膀 胱

炎お よび前立腺床炎で66.7%,両 群を あ わ せた全体で

62.5%の 有 効率を得た こ と は,本 剤の泌尿器科領域に

おける有用性は充分に実証 された。
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APPLICATION OF CEFUROXIME IN THE FIELD OF UROLOGY

NOBUO FUJIMURA, TOKUZO FUKUKAWA, MASAAKI YUASA and KAZUO KUROKAWA

Department of Urology, School of Medicine, Tokushima University

Clinical investigation has been performed on cefuroxime, and the following results were obtained.

1) Cefuroxime was administrated in 24 cases with complicated urinary tract infections.
2) Cefuroxime was injected intramuscularly at a daily dose of 1.5g or 2.25g, or intravenously by

drip infusion at a daily dose of 3g each for 5 days.

3) Clinical results were excellent in 7 cases (29.2%), good in 8 (33.3%), fair in 3 (12.5%) and

poor in 6 (25.0%). The efficacy rate was 62.5%.
4) Bacterioloigcal results showed eradication of causative organisms in 14 (58.4%), decrease in 2

(8.3%) unchange in 6 (25.0%) and colonization in 2 (8.3%) out of 24 strains.
5) Side-effect revealed a severe local pain by injection in 2 cases and an eruption in one case.


